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空
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の
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第
１
５
２
回

　

皆
さ
ま
に
ご
搭
乗
い
た
だ
い
て
い
る
飛
行
機
は
、
原

油
由
来
の
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
に
よ
っ
て
空
を
飛
ん
で
い
ま

す
が
、
航
空
業
界
で
は
今
、
航
空
輸
送
に
か
か
わ
る
二

酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
を
削
減
す
べ
く
、
従
来
の
燃
料

を
環
境
に
や
さ
し
い
燃
料
に
置
き
換
え
る
取
り
組
み
を

一
丸
と
な
っ
て
進
め
て
い
ま
す
。
持
続
可
能
な
航
空
燃

料
「
Ｓ
Ａ
Ｆ
（Sustainable A

viation Fuel

）」
と

い
う
名
称
を
、
皆
さ
ま
も
一
度
は
耳
に
さ
れ
た
こ
と
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
Ｊ
Ａ
Ｌ
グ
ル
ー
プ
も
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
実
質
ゼ
ロ
（
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
）

を
目
指
し
、
他
企
業
や
自
治
体
と
と
も
に
Ｓ
Ａ
Ｆ
の
国

内
製
造
促
進
と
活
用
に
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
が
、
２

０
２
５
年
５
月
、
つ
い
に
こ
の
取
り
組
み
が
実
を
結
び
、

国
産
Ｓ
Ａ
Ｆ
が
関
西
国
際
空
港
に
て
初
め
て
旅
客
便
に

供
給
さ
れ
ま
し
た
。
記
念
す
べ
き
第
１
号
は
、上
海（
浦

東
）
行
き
Ｊ
Ｌ
８
９
１
便
。
関
西
国
際
空
港
に
お
け
る

旅
客
便
へ
の
Ｓ
Ａ
Ｆ
供
給
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
が
初
め

て
の
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
、
Ｓ
Ａ
Ｆ
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で

し
ょ
う
か
？　

Ｓ
Ａ
Ｆ
は
原
油
か
ら
で
は
な
く
、
使
用

済
み
の
食
用
油
（
廃
食
油
）、
農
産
物
の
食
べ
ら
れ
な

い
部
分
、
森
林
残ざ
ん

渣さ

、
都
市
ご
み
、
獣
脂
な
ど
か
ら
作

ら
れ
ま
す
。
Ｓ
Ａ
Ｆ
を
利
用
す
る
に
あ
た
り
航
空
機
や

給
油
設
備
を
変
更
す
る
必
要
が
な
い
上
に
、
原
料
の
生

産
・
調
達
か
ら
製
造
、
輸
送
、
燃
焼
ま
で
の
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
全
体
で
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
従
来
の
航
空
燃
料

と
比
較
し
て
約
60
～
80
％
削
減
で
き
る
こ
と
か
ら
、
環

境
に
や
さ
し
い
燃
料
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
Ｌ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
２
０
３
０
年
度
に
全
燃
料

の
10
％
を
Ｓ
Ａ
Ｆ
に
置
き
換
え
る
計
画
を
掲
げ
て
お

り
、
そ
の
実
現
に
は
国
産
Ｓ
Ａ
Ｆ
の
量
産
と
安
定
供
給

が
不
可
欠
で
す
。
そ
の
た
め
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
グ
ル
ー
プ
は
２

０
２
３
年
か
ら
日
揮
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
が
主
導
す
る

「Fry to Fly Project

」
に
参
画
し
、
家
庭
や
店
舗

な
ど
で
発
生
す
る
廃
食
油
と
い
う
国
内
資
源
を
原
料
に

Ｓ
Ａ
Ｆ
を
製
造
し
、「
廃
食
油
で
航
空
機
が
空
を
飛
ぶ
」

世
界
を
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
と
と
も
に
目
指
し
て
き
ま
し

た
。Fry to Fly Project

を
通
じ
て
大
阪
府
堺
市
の

製
油
所
で
量
産
が
開
始
さ
れ
た
Ｓ
Ａ
Ｆ
は
、
先
述
し
た

関
西
国
際
空
港
に
続
き
、
今
年
７
月
か
ら
は
東
京
国
際

空
港
（
羽
田
）
や
成
田
国
際
空
港
、
中
部
国
際
空
港
発

の
定
期
旅
客
便
へ
も
継
続
的
な
供
給
が
ス
タ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。「
天
ぷ
ら
油
で
空
を
飛
ぶ
」
の
は
、
遠
い
未

来
の
話
で
は
な
い
の
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
Ｌ
グ
ル
ー
プ
は
こ
れ
か
ら
も
、
志
を
同
じ
く
す

る
お
客
さ
ま
、
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
の
皆
さ
ま
と
、
脱
炭

素
化
の
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

航
空
の
未
来
を
支
え
る「
Ｓ

サ

フ
Ａ
Ｆ
」の
こ
れ
ま
で
・こ
れ
か
ら

航
空
業
界
の
脱
炭
素
化
を
目
指
し
て

注
目
の
代
替
燃
料

Ｓ
Ａ
Ｆ
は
何
か
ら
作
ら
れ
る
？

進
む
国
産
Ｓ
Ａ
Ｆ
の
導
入

今回のテーマに該当する目標

2015年9月、全国連加盟国（193カ国）により「持続可能な開発目標
（Sustainable Development Goals : SDGs）」が採択されました。2030
年までに、貧困や気候変動、平和的社会などの17の目標を達成す
べく、JALグループも社会の課題解決に取り組んでいきます。

SAFに関する取り組みの軌跡

2009201720182019202020212022202320242025
●1月
　アジア初となる
　SAFを搭載した
　試験飛行に成功

●1月
　サンフランシスコから
　日本へのJAL便にSAF搭載

●10月↑↑
　衣料品の綿を原料にした
　国産SAF製造
　プロジェクトを開始

●10月↑↑
　JALとANAで共同レポート
　「2050年
　航空輸送における
　CO2排出実質ゼロへ
　向けて」を策定

●6月↑↑
　国産SAF2種を
　同時搭載した
　フライト実施

●2月
　国産SAFを搭載した
　国内初の
　フライト実施

●11月
　ワンワールド
　アライアンスメンバー
　8社との
　共同購入として、
　アメリカでの
　SAF購入契約を締結

●6月
　日本の航空会社として初めて、
　2050年までの「ネット・ゼロエミッション」を発表
●3月
　衣料品の綿を原料にした
　国産SAF製造に国内で初めて成功

●5月↑↑
　関西国際空港で国産SAFの供給開始

●3月
　「森空（もりそら）プロジェクト®」に参画

●7月
　羽田空港で国産SAFの
　供給開始記念イベント実施

●9月
　ワンワールド アライアンスメンバーでの
　次世代SAFへの共同出資発表

●6月↑↑
　SAFの原料となる
　廃食油の本格回収開始

●4月
　『JAL Corporate
　SAF Program』開始

●11月
　シカゴから日本への
　JAL便にSAF搭載

●6月
　フランスから日本へのエアバスA350型機
　デリバリーフライトにSAF搭載開始↓↓

●3月
　国産SAFの商用化
　および普及・拡大に
　取り組む有志団体
　「ACT FOR SKY」を設立↓↓

●3月
　ワンワールド
　アライアンスメンバー5社との
　共同購入として、アメリカでの
　SAF購入契約を締結

●11月
　『サステナブル
　チャーターフライト』
　実施↓↓

●4月
↓↓「Fry to Fly Project」に参画

●6月
　アメリカでのSAF調達に
　関する契約締結↓↓

●9月
←←『サステナブル・チャレンジ
　フライト』実施
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